
県主小中学校・６年 単元名『わたしたちの夢について考える』の流れ（探究過程）と活動の実際 担当【 山岡 里枝 】
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◆成果（○）・課題（△）・来年度に向けて（☆）

○非認知育成プログラムを単元の中に設定することで将来の自分についてじっくりと考える姿が見られた。
○仕事内容を調べるのではなく，職業の魅力ややりがいについて調べることで，様々な視点から自分を見つめ将来について具体的に考えることができた。
☆将来の自分について考えることが苦手な児童が多いため，なりたい自分について考える機会を他教科や行事などで設定し，年間を見通して取り組む必要がある。

☜

☜

◆単元のねらい「「大人」，「働く」ことについて，課題意識をもち，職業に実際に就いている地域の人やふるさと県主を盛り上げようとして活動

している方々の話を聞いたり，本やインターネットで調べたりすることを通して，自分たちのふるさと県主の未来の姿や将来の夢
を具体的に考えることができる。」

３～５年生の学習を振り返
る中で，地域の支えに気付
き，「大人」について考え
たり，話し合ったりする中
で課題意識をもつ。

地域を支える大人の思い
や生き方についての情報
を集める。
ミニアンクスプログラム
を実施する。

集めた情報や考えを共有
する。

振り返りワークシートに
まとめる。

●「働く」ことについて考
えたり，将来の夢につい
て話したりする中で課題
意識をもつ。

●非認知育成プログラムを
実施する。実施する。

●なりたい職業の魅力や
やりがいなどを調べたり，

自分の特性について考え
たりする

●なりたい職業の魅力や
やりがいなどを調べたり，
自分の特性について考え
たりする。

●将来の夢（職業）やなり
たい自分について具体的
に発表する。

●学習を振り返り，今後の
目標をもつ。




